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1987年4月,日 本国有鉄道は分割 民営化 され,鉄 道 の再生 に寄せ る国民の期待 と不安の

中で,東 日本地域 を営業エ リア とす る鉄道会社 としてJR東 日本が発足 した.そ れか ら20

年 余,お 客 さまをは じめ とす る関係者 の支援,協 力 に よ り幾多の困難 を乗 り越 え,会 社 発

足時の 日的の1つ であった完全 民営化 を達成す ることができた.

この間,東 京 工事事務所 は,グ ルー プにおける総合 エ ンジニア リング部門の専門機 関 と

して東京圏 における鉄道駅,鉄 道線路,駅 ビル等 の建 設 ・改良プ ロジェク トな どを提案す

る とともに,数 多 くのプ ロジェク トを完成 させ て きた.様 々なプ ロジェク トを推進す る う

えで顕著な実績 を挙 げたのが1989年 に導入 したVE(Value Engineering)手 法 である.イ

ンハ ウス ・エ ンジニアによるVE活 動,東 京 工事事務所 とい う組織 に適合 した独 自のVE手

法 の開発,工 事請負契約 後請負者か らVE提 案を受入れ る制度 の導入,社 内で養成 したイ ン

ス トラク ター に よる初 心者 研修 制度 な ど創意 工夫 を重ね実 践 して きた.プ ロジェ ク ト企

画 ・実施部門 として最近 のVE実 施例 も含 めVE活 動20年 の取組 みを報告す る.

【キー ワー ド】VE,鉄 道,プ ロジ ェ ク ト

1.東 京 工事事 務所 の概要

郊 外や 地方 で進 め られてい る道路や空港等の整備,

厳 しい地域経 済状況,著 しい情報通信技術の発展,

急速な社会構 造の変化 な ど鉄道事業を取 り巻 く厳 し

い経営環境 を踏 ま え,東 日本旅客鉄道株 式会社(以 .

下 「JR東 日本 」 とい う)は,2008年 度 のスター ト

にあた り中期経営構想 「グループ経 営 ビジ ョン2020

―挑む ―」 を策定 した.こ れ は現状 に甘ん じる こと

な くチャ レンジングな 目標 を掲 げ,そ の実現 に果敢

に挑戦 してい くこ とを表明 した もので ある.こ の経

営 ビジ ョン実現 のため,(1)「 究極 の安全」に向けた

取組 みは今後 とも守 り続 け,(2)企 業価値 向上 に資す

る投資 を積極 的に進 め,沿 線価値 向上につなが る東

京 圏鉄道ネ ッ トワー クを改善 し,地 球環境 問題 に積

極 的 か つ長 期 的 に 取組 み,生 活 サー ビス事 業 や

Suica事 業 の積極的展開を進 めるな ど経営環境 の変

化 に応 じ変 えるべ きものは大胆 に変 えてい くととも

に,(3)「 お客 さま満足の向上を実現す る」 ことな ど

には継続 して挑戦 してい くと している.

この よ うな グル ー プ経営 ビジ ョンを支 え る東京

工事事務所 は,東 京 圏にお ける鉄道駅,鉄 道線路,

駅 ビル等の建設 ・改 良プロジェク トな どを担 当す る

プロジェク ト専門の地方機関で,プ ロジェク トの企

画 ・計画,設 計,契 約,監 督,検 査等 を確実 に遂行

し,こ れ まで数多 くのプ ロジェク トを完成 させて き

た.

*1正 会員 東京 工事事務所次長03-3379-4631

*2東 京工事事務所多摩 工事区助役042-524-8434

*3正 会員 東京工事事務所工事予算計画室03-3379-4637
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東京工事事務所 が現在担 当 している主なプロジェク

トを図-1～3に 示す.

図-1東 京駅周辺 プロジェク ト

図-2新 宿駅南 口開発 プロジェク ト

図-3東 京-上 野 間線路増設 プロジェク ト

2.経 営 方針 とVE活 動

G)東 京工事事務所の経 営方針

新たな グル ープ経営 ビジ ョンの実現 をめざ し,

a)グ ループの経営基盤 の充実に資す るプ ロジェク ト

の確実な推進

b)グ ルー プの将来の発展 に資す るプ ロジ ェク トの新

たな創 造

に取組 んでい く.こ れ を実現す るためには,プ ロジ

ェク トを支 える 「組 織の力」の強化が不可欠であ り,

c)自 立 したプ ロフェ ッシ ョナルへの挑 戦

d)安 全 と安心の確 立

e)プ ロジェク ト推進力 の強化 ・充実

f)確 実 な組織運 営の取組み

に全員で取組 む としてい る.特 に力 を入れてい るの

が,自 らの技術力 向上ヘチ ャレンジす る として 「自

立 したプ ロフェ ッシ ョナルへの挑戦」 と 「プ ロジェ

ク ト推進力 の充実 ・強化」である.

(2)VE活 動

東京 工事事務 所で は,「 プ ロジェク ト推進力 の強

化 ・充実」 の一環 としてVE活 動 に取組 んでいる.

VE活 動 に期待 している ことは,以 下の3点 である.

a)利 用者の利便性 向上,安 全性 の向上,品 質 の向上,

工期の短縮等 の機能向上

b)プ ロジェク トの コス トダ ウンによる設備投資機会

の拡大

c)VE活 動に よる社員 の一体感 醸成 と技術力向上 ・承

継

3.VE活 動の取 組み経 緯

(1)VE活 動の経緯

東京 工事事務所 では,1987年 の民営化以降,建

設 ・改良プ ロジェク トの工事費節減 を図るため鉄道

工事 に係 わ る新 たな技術 の開発,業 務研究,小 集 団

によるQC活 動,提 案活動な どを新 しい業務改善手

法 を次々 と導入 してきた.米 国で開発 されたVE手

法 は,機 能 を損 なわず,か っ コス トダ ウンを実現で

きる手法であるため1989年 に導入 した.

VE活 動 の取組みは,1989年 か ら2005年 までを第

1期 か ら第4期 に分 け,そ れ ぞれ を 「導入期」,「実

践期 」,「定着期 」,「発展期」と位置付 け確実に普及,

展開 を図ってきた.現 在 は,2006年 度か ら2008年

度 までを 「強化 期」 と位置付 け原 点 に立 ち返 りVE

の基本 を再確認 しつつ,よ り柔軟で継続 的な取組み

を実施 してい る.こ れ までのVE取 組み経緯 を図-4

に示す.
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図-4VE活 動の取組み経緯

(2)新 しいVE手 法への取組み

a)「VE奨 励契約」 の導入

工事請負 契約後,請 負者 か ら受 け入れ るVE提 案

については,1994年 か ら 「VE奨 励 契約 」 として導

入 している。

b)「 企画設計VE」 の導入

企画 構想 段階 にお いて プ ロジェ ク トの事業 性 に

ついてあ らゆる可能性 をさぐるVEで あ り,1995年

か ら導入 している.

c)「 重点化VE」 の開発

導入当初 は,「 基本VE」(10ス テ ップ)に よ り活

動 していた.そ の後,建 設 ・改良プ ロジェク トの進

み方が速 く,「 限 られた 日数 で効率的なVE活 動」が

求 め られたため,よ り効率的 なVE手 法 を開発す る

必要性が生 じた.そ こで,「 基本VE」 の趣 旨を損な

わず東京工事事務所 の組織 に適合 した独 自の 「重点

化VE」(5ス テ ップ)を 開発 した.こ の 「重点化VE」

は1997年 度 か ら取組み,現 在では中心的なVE手 法

となってい る.「 基本VE」 と 「重点化VE」 の比較 を

図-5に 示す.

図-5基 本VEと 重点化VE

4.VE活 動 の進 め方

VEの 進 め方は,次 の図-6の とお りであ る.

次長が対象 プロジェク トを指定

課長 がテーマ を選 定

プロジェク ト担当グループを中心に構成

課長 、VEメ ンバー、インス トラクター、
事務局 による目標、行程確認

VEメ ンバーによる自主的活動

進捗状況、 目標達成 の見込み等確認

VE活 動成果の報告

*VE推 進事務局は専任チームを設置

図-6VE活 動の進め方

(1)テ ーマの選 定

次長が,プ ロジェク トの規模,内 容,難 易度,進

捗状況等を勘案 し,大 きな成果 が期待で きる対象プ

ロジェク トを指定 し,課 長 がVEテ ーマ を選定す る.

(2)チ ーム編成

プ ロジ ェク トを担 当す るグルー プの リー ダー が,
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VEメ ンバー案 を作成 し,課 長の承認 を得 る.必 要 に

応 じ系統 を超 えてメ ンバ ーを召集す る.

(3)VE計 画会議

計画 されたイ ンハ ウスVEの 目標,内 容,取 組み

方,お よび行程 を確認 し,東 京 工事事務所全体 とし

ての 目標 を達成す るため年度初にVE計 画会議 を開

催す る.会 議 は,課 長,VEメ ンバー,VEイ ンス ト

ラクター,お よびVE推 進事務局で構成 され る.

(4)VE活 動

VE活 動は業務 の一 環で ある との共通認識 の もと

に,VEリ ー ダー を中心 としたVEメ ンバーに よ り勤

務 時間の内外 を問わず 自主的に活動す る.

(5)VE中 間計画会議

VE活 動の進 捗状況,目 標達成の見込み等 を確認 し,

必要 な支援 を行 うために活動 の中間でVE中 間計画

会議 を開催す る.必 要 に応 じVEテ ーマの変 更,追

加 について も議論す る.

(6)VE成 果報告会

1年 間のVE活 動 の総 ま とめ としてVE活 動状況,

提案 内容,プ ロジェク トへ の貢献等のVE成 果 につ

い て,東 京 工事事務所全員参加 の もとにVE成 果報

告会(提 案発表会)を 開催す る.

VE活 動へ のイ ンセ ンテ ィブ と して優 良な成果 が

認 め られ るVE活 動 につ いては,VE成 果報告会 にお

いて所長表彰 を行 う.さ らに,プ ロジェク トへの貢

献が顕著なVE活 動 については,本 社建設工事部長

表彰 も行 ってい る.

また,VE活 動の円滑な推進,VEの 啓蒙 と教育,

VE成 果 の普及 ・展開な どVEに 関す る諸活動 を推進

す るため専任 のVE推 進事務局 を設置 している.

5.啓 蒙 と教 育

(1)啓 蒙

トップか らのメ ッセー ジ,優 良なVE成 果,身 近

な コス トダ ウン等 を掲載 した 「コス トダ ウン情 報

誌」を毎月1回 発行 している.VE推 進事務局 と各課 ・

室 の代表 で構成す る編集 委員会 で掲載 内容 を審議,

決定 してい る.適 宜,ア ンケー ト調査 な どによる意

見 ・要望等 を収集 し,紙 面 の刷 新に努 めてい る.

また,全 社員 を対象 にVE活 動や コス トダウン提

案 に関す る標語 を募集 し,選 考委員会 で12件 の優

秀 な標語 を選 定 して月捲 りのポスター を作製 し,全

勤務箇所に配布 してい る.優 秀作 品については所長

表彰 を行っている.

(2)教 育

VE手 法 に関す る教育 と内容 は,表-1の とお りで

あ る.

表-1VE研 修 の種類 と内容

a)VE技 術研修

初心者 を対象 に,VE技 術 を習得す る 「VE技 術研

修」を実施 してい る.VEイ ンス トラクター研修 を終

了 したイ ンス トラクター が講師 の任 に あたって い

る.ま た,イ ンス トラクターは,VE活 動の実務 にお

いてVE手 法 の具体的な解説や問題解決の ヒン トの

提案 等の支援 を行 ってい る.

次の2点 は東京工事事務所 の大 きな特徴 となって

い る.

(1)社内で養成 したイ ンス トラクター を講師にVE技

術研 修 を実施 してい る.

(2)VE技 術研修 に使用す るテ キス トは社 内で独 自に

編纂 し,研 修 において は優良なVE成 果 を事例 に

実践的に教 育 してい る.テ キス トは適 宜改訂 して

い る.

b)VE企 画設計研修

プ ロジェ ク トの企画構 想段 階 の業務 を担 当す る

社員 を対象 に,企 画構想段階 に適用す るVE手 法 を

習得す る 「VE企画設計研修」 を実施 している.

c)VEイ ンス トラクター研修

「VEイ ンス トラクター研 修」は,VE技 術研修修

了者 を対象 に,イ ンス トラクター として必要 なスキ

ル の習得 を 目的 に実施 している.こ の研修 の修 了者

は,VEリ ーダー の資格試験に挑戦 し,こ れ まで全員

VEリ ー ダーの資格 を取得 してい る.
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d)VE管 理者研修

新任 管理者 は,管 理者 としてVE活 動への理解 を

深 め,組 織 的なVE活 動への取組み ができるよ うに

研修す る.

これまでの研修実績 は,表-2の とお りである.

表-2VE研 修実績

(3)VE成 果の普及 ・展開

VE成 果 については,VE技 術研修 の教材 として活

用す るほか,全 てのVE成 果報告書をデー タベース

として蓄積 し,類 似 のプ ロジェク ト,工 事 に適用す

るな ど普及 ・展開を図ってい る。

最近 の主 なVE成 果 を図-7,8に 示す.

6.会 社経 営へ の貢 献

1989年 のVE活 動導入以来,20年 が経過 した.近

年 では年 間の活動件数は30件 を超 え,着 実に成果

を上げている.コ ス トダウンの成果 は慣れ るに した

が って,効 果 的なVE活 動 になって きている.

会社経営への貢献 につ いては,次 の2点 が挙げ ら

れ る.特 に,数 値 で表せ ない定性 的な機能面での貢

献が重要視 され る.

a)機 能面での貢献

(1)利用者 の利便性向上

(2)安全性 の向上

(3)品質 の向上

(4)工期 の短縮

b)コ ス トダ ウン面 での貢献

(1)事業プ ロジェ ク トの収支改善

(2)設備投資機 会の拡 大

これ までのVE活 動件数の推移 を図一9に,VE活 動

による コス トダウン額 の推移 を図一10に 示す.

図-9VE活 動件数の推移

図-10コ ス トダウ ン額の推移

7.現 状 の課題 と今後 の取 組み

東京 工事事務所 は,プ ロジェク トの 日的物を安全

に,良 い物 を安 く,し か も早 く造るこ とが使命 であ

る.プ ロジェク トの基本計画か ら設計施工,完 成 ま

でのス ピー ドア ップが求 め られてお り,益 々機 能向

上,コ ス トダ ウンへ の要求 も強 くなってきてい るこ

とが課題であ る.

これ らを実現す るために社員全員が 「VE思考 」を

身 に着 け,普 段か ら実践す るこ とが肝 要である.そ

のためにも,更 なる実践 的なVE手 法 を開発 しなけ

れ ばな らない.そ の結果 が,鉄 道駅,電 車等 を利用

され るお客 さまに喜んでいただける とともに,会 社

経営や社会へ の貢献 につ なが るもの と考 えてい る.

【参 考 文献 】

1) 土 屋裕 他:「 新VEの 基 本 」, 産 能 大 学 出版 部, 1998。

2) 沢 口学 他:「建 設 プ ロジ ェ ク トの コス トマネ ジ メ ン

ト」, 同 友館, 2005.

3) 關 豊:「JR東 日本 東京 工事 事 務 所 にお け るVE

活 動 」, 会 報 誌245号, 目本VE協 会, 2008.
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(1)エ レベータ配置計画 における工期短縮 とコス トダウン

【評価 】
改善前 は,各 ホームのエ レベー ターに連絡す

る通路 として線路上空に高架 通路 を設置す る設
計 だった.

改 善後 は,既 存の施設を使 用す る ことに着
日,既 設の駅設備の機 能を損なわない範 囲で配
置換 えを行い,必 要な通路を確保す る設計 とし
た.こ の臨時改札設備 の管理者 との協議 を伴 っ
たが,バ リアフ リー施設を設 置す る ことの重要
性 を良 くご理解戴いた ことに より実 現 した.

効果 は,機 能 向上 としてお客 さまの 「エ レ
ベー ターへ の視認性 向上」 ,「 利便性 の向
上」,不 要 な物 を造 らない ことによる列車運行
の 「安全性の 向上」,「 工期短縮」 である.

図-7VE成 果(1)

(2)駅 改良計画の付加価値向上

【評価】
改善前は,各 ホームのエ レベー ターに連絡す る

通路 として線路上空に高架通路 を設置 し,隣 接 し
て小規模 な店舗 を設置す る計画であった.

改善後 は,最 近 の駅ナカ ・ビジネスに着 目し,
全面 に2層 の線路上空地盤 を構築 し,2階 部分

(線路の上の階)を 各ホー ムのエ レベー ターへの
連絡通路 と店舗,3階 部分 を店舗 とす る計画 とし
た.

効果は,機 能 向上 として 「駅ナカ ・ビジネスの
拡大」 とい う極めて大きな成果 が得 られた.お 客
さまの 「エ レベーター ・エスカ レーターへの視認

性 向上」 ・ 「利便性の向上」 も図 られ た.

図-8VE成 果(2)

―458―


